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国����������科研��に期待すること

                                  国������  �井⼀郎

 

 2 0 2 0年 8⽉ 5⽇に、国����������科研��がおよそ 1 0年ぶり

に再スタートしました。再スタート� 1回の�題提供者は、�⽥川�⼠先

⽣で、題⽬は「戦����作�と�平�戦�の��」でした。当⽇は、東

棟 E - 2 0 6��で⾏われ、同時にW e b E xでオンライン配�され、��と

W e b E x�わせて 2 1�の��者があり、�⽥川先⽣の�題提供に基づき、

活発な�論が�わされ、⼤�有�義な研��となりました。

 国�����は、���や���等のような専⾨��ではありません。

8研�科⽬�として�されているように、�彩な研��野と��的な�味

��を持つ研�者によって構成されています。「知の梁�泊」と�ったら

�い�ぎかもしれませんが、��、��、��、�間等に�わる�々な研

�が�開され、�流し�う中から、�たな知的�界が�げられています。

この研��もそうした知的�流の⼀�を担っています。再スタートを切っ

た�研��が、これまで�上に�くの知的刺�を��の内�に⽣み�すこ

とを期待しています。
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���ご発�、ありがとうございました。専攻の異
なる����の同僚として、��の�味も�めて、
いくつか�問させていただきます。よろしくお願い
します。
 まず�たちは、現代中国���の研�に�しては
��な��ですので、⾒�り�がほしいところで
す。そこでこの�野の��についてお伺いしたいと
思います。

In order to have a successful team
eeting, keep the discussion focused and

always encourage participation.

���もうひとつ、�体的な流れについてお伺いします。�は国��科の��ですので、�⽣時代

は��研�についても�れる�がありました。古い�で��ですが、そのころの国��研�は、作

�の��研�や作品を作�の思想的発�の中に��づける研�などに�しては否�的で、受�の問

題の「�者論」や、その流れとしての「流���論」、��の事�として��する「都�論」など

が��していました。また��者や���者の�論を����へ�⽤するようなものもよく⾒られ

ました。

 さて、現在の��研�、あるいは中国���研�では、どのような「理論」や「研���」が中

�的なのでしょうか、またその中で�⽥川先⽣のご研�は、どのような��あいになるのでしょう

か。

�⽥川�⽇�の中国����研�の場�、現在は��研�という⼤枠での作�研�や作品研�がメ

インです。バルトやデリダの理論を��援⽤するようなタイプの研�は��です。��料発�や地

�な����の�が�く�価されます。ただ、発�や��と�っても、魯�など百年前の作�であ

ればともかく、時代によっては作者が��で��料など�てこない時の�がほとんどです。そのた

め、�果としておっしゃるような「�者論」「流���論」「都�論」といったようなものと�み

�わせていく場�が�なくありません。そうした研�⼿�は��論としては中国����研�では

もはや当たり前の�があり、�の��付けもそこに�まると思います。ただ、あまりにも⼀�的で

「当たり前」のことですので、�は�り立ててそれを��することはありません。

�⽥川�こちらこそ、ありがとうございました。中国��は⼤�把に�けると、「���」という
��体で書かれた古典��（例えば、中国�古の��である��、杜甫や李⽩の��など）、「⽩
��」という⼝�体に�い⽩���（�代��の⻄��や���など）、20����の現代��
（魯�や莫�など）という３つの括り�で�かれます。
 古典から現代ものまで��・思想を�て�うのが⽇�中国��です。それぞれの時代に��する
専⾨��や研��も�くあります。⼀�、20����の「現代中国�」を�う��として⽇�現代
中国��があります。政�や��、歴史、��といった����の専⾨領域の研�者も�く�わ
る、より��的な場です。但し、そこで�われる��とは、現代��に�ります。また、同じよう
に���野だけではなく、��科�領域も�む��的なもので「���」を�う⽇�����もあ
ります。�は����の�に��しています。

〜��〜



�⽥川���における��状況を��の⾯から⼤�把に��すると、�末の���を使った古典

的な��に�まり、1920年代には北�や上�での��⾰�の��を受けて��を⼀�させた「�

����」が�てきました。その�1930年代��は���が⽇��で�作する�盛期を�え、

1930年代�半から戦時下にかけては��在�の⽇��（内地�）が�作活動の中�となります。

 その�敗戦により⽇��が�揚げると、��では中国⼤陸に�籍をもつ�省�（がいしょうじ

ん、戦���に��した⼤陸��者）が��活動の中�を担うようになり、1960年代��には�

れるようにして�籍を��にもつ�省�（ほんしょうじん）の中国���も活発になってきま

す。タイム・ラグが⽣じるのは、�省�は戦�にゼロから中国�を�んだ者が�かったので、�

得し⾃由に�作できるようになるまで時間がかかったということです。やがて1970年代��には

�省�作�も�省�作�に�べても��のない作品を発�していくのですが、そうした��で�

回発�したような問題が�てきました。

���ご発�の内�について、いくつかお伺いします。ひとつは、��の��の中で�省�によ

る戦�に�わる作品があまり書かれなかったとありましたが、それはなぜでしょうか。

�⽥川��平�戦�の中でも⽇中戦�を描く⼩�は戦�当�からありました。��は国の��政

策と��し、戦�の�⾏とも�く�わってきます。国��のもとで⽇中戦�時から描かれてきた

⽇�の�略戦�をテーマとする物�が、戦�も����で�き�き�省�作�の⼿によって描き

�けられました。但し、この場�テーマは同じようなものに⾒えますが、戦�は�わっています

ので、戦中と戦�の戦���は�味�いが異なります。

 戦時中に���は中国戦�よりも南�へ�り�まれた�の�が圧�的��でしたので、戦�に

�省�作�が戦�を物��するとすれば、南�での戦�もまた⼤きなテーマになります。しか

し、��のところ、1970年代までそうした⼩�は�く�てきませんでした。書けなかったとも�

えるし、書く必�がなかったとも�えます。

 �平�戦中に���は、�属や�夫（��ではなく�間�としての��）として旧⽇��の末

�に据えつけられました。��ではないので正�には��の末�とは�えませんが、�わば⼟�

から�えていた事�は�わりません。そうした⽇�の�略戦�での��者としての��を、戦�

の����で⾃ら�乗り�る�は�なかったのです。中国�で「��」という�葉があります

が、��の裏切り者・売国�という�味で、⽇��での�書的な�味�上に�を罵�するニュア

ンスが�いです。�平�戦�中、旧⽇��によって労�動員された���も南�華僑からは「�

�」と罵られ、�い思いをしました。�い�い��地��が�わった��の����では、�も

⾃�から「��」であった��を�かす必�はなかったのです。そうした理由もあり、�平�戦

�は�省�作�の間でも�いこと�られなかったテーマとなりました。
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����回のご発�は、��における�平�戦

�の��が�題でした。ご発�でも先⾏研�に

ついてまとめられていらっしゃいますが、もう

�し⼤きな「����研�」の流れの中で、�

回あつかわれたような問題は、どのように��

づけられるのでしょうか。



���李�のこれら作品に�戦の��があったとして、それはなぜ��に⽇���といった�相

を�していないのか、お�えをお�かせください。また李�の��活動の中で、この戦�の��

と�わらないものには、どういったものがあり、それらはどういった内�を�うのでしょうか。

�⽥川�当時の作品にあからさまな⽇���が⾒られないという点では、�も同じように�えま

す。先ほど戦時中に���は��者の立場にいたと�いましたが、⼀�では「�国��」として

戦地に�理やり�り�まれた��者でもありました（形式的には戦���が⾃発的な⼀⾯も⾒ら

れたとはいえ）。���は戦���までの間に20万�超が徴⽤され、そのうち3万�が犠牲にな

ったと�われています。そうした��者�識と��者�識が相半ばする�理状�の中で、⼀�的

な⽇���だけ�開しても��的な問いや�決にはなりません。李�もそのように�釈した⾯も

あったのだと思います。そうしたことから、⽇���という�相ではない��で�戦を�えたの

ではないでしょうか。

 戦�の��では1947年に⼆⼆�事件という�省�と�省�の�立を決�的にした�圧事件があ

りました。また、1950年代から60年代にかけては⽩�テロのレッドパージが�き�こり、�省

�・�省�を問わず��の��が�く犠牲になりました。����では40年�くにも�ぶ�界�

�の戒�令期が�きましたが、その時代に⼆⼆�事件や⽩�テロについて�るのは��的タブー

でした。戒�令��前にそうした��的タブーを衝くような物�を書き、�者や��を��する

のも李�の��でした。

����の�⼿な�釈ですが、李�が戦�の��としてあつかった題材は、�局のところ貧�の

苦しみと別離の�しみといった、��的な�間の問題でしかなく、「戦�」である�味が、いま

ひとつわからないのですが、�のこの��をご�正いただけるとありがたいです。

 先⽣が発�でもおっしゃられたように、⼤�であれば、捕虜とか�⾁�とか、戦�でなければ

�来しない問題として書かれているように思います。もう�し李�が「戦�」をどう�いたかっ

たのか、お�えをおうかがいできればありがたいです。

�⽥川���作品は個別の��と��的な�理を��させていくものが�いです。⽇�の�略戦

�をテーマに描くプロパガンダ��は当�からありましたが、李�が�作活動を�めた1960年代

にはそうした��は下�になっていました。そのため、李�作品の中でそのようなカラーが⾒え

ないというのは�めて⾃�なことだと思います。

 貧�の苦しみと別離の�しみは、戦�を��とすることに�りませんが、李�の場�はそれを

前⾯に��的な形では�ないように戦�と�びつけて書き�めました。作者⾃�しか知り得ない

⽣まれ故�の��を��にした物�で、その個別性を同時代����にも押し�げて、さらには

�間にとって��的な戦�への問いという形の中に落とし�むのが�徴的な作⾵だと思います。

 また、捕虜や�⾁�が作中で⽣々しく�てこないのは、�代が�うからでしょうか。書き⼿に

とって体�の有�は⼤�重�なものです。�戦時に30代であった⼤�は南�での戦�を��的な

体�として書きましたが、李�は戦中�とはいえ当時10歳前�で、��が��動員されたわけで

はありません。⼤�は前�を描くことに固�し、李�は⾃�が��⾒�きした��を描く��を

�て、���の�くの若者が��した前�を描くよう�わっていったということでしょうか。

����１回の研��の担当をお願いして、ほんとうにありがとうございました。��のご研�

の��をお�りいたします。

�⽥川��さんからの�憚のない�⾒が刺�的でした。こちらこそ、ありがとうございました。
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